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研究に関するご協力のお願い 

福島県立医科大学医療人育成・支援センターでは、本学倫理委員会の承認を得て、下記の
研究を実施します。本学における学生個人情報や学業成績の利用について、関係する皆様の
ご理解とご協力をお願いいたします。 

 
２０２３年 １月  

福島県立医科大学医療人育成・支援センター 唐 尊一 
 
 
■ 研究課題名          

臨床実習中のパフォーマンスに対する医学生の自己評価と教員評価の関連性に関する研究 

 

■ 研究期間           

 ２０２３年１月 ～ ２０２９年３月 
 
■ 研究の目的・意義       

福島県立医科大学では、2018 年に医学生の臨床実習中に、自分のパフォーマンスに対して、自
己評価と教員評価の双方評価体制を実施することになりました。しかし、学生の自己評価と教員
評価の乖離を度々見られていますが、乖離の程度および原因などが不明であります。 
本研究は、医師養成課程における医学生の臨床実習中のパフォーマンスに対する自己評価およ

び教員評価を分析し、自己評価と教員評価の間の乖離を調べます。乖離の程度および原因などを
学生や教員にフィードバックをすることによって、学生に自己評価の能力を向上させる当時に、
教員側に潜在的な問題や課題を検討し、本学の医学教育への発展に役立てることを目的とします。 

 
■ 研究対象となる方       

２０１８年度から２０２７年度まで本学の臨床実習に参加した医学生が対象とします。 
 
■ 研究の方法          

本研究は、既存の学生自己評価と教員評価及び今後収集する同種類のデータを比較し、対応の
あるサンプルの t 検定など手法で自己評価と教員評価の相関性や乖離の程度及び評価に影響を与
えうる要因などを分析します。その中で、教員性別が異なることによって、男女学生への評価に
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何か影響があるか調査します。また、自己評価に対して、男女学生グループの間に何かの違いが
あるかを含めて, 独立標本ｔ検定などの手法で調べる予定であります。さらに、教員と学生の双方
が共有する臨床実習中の到達目標に Factor Analysis の手法で解析し、到達目標の間の関連性およ
び到達目標の妥当性について検討します。また、Cronbach’s alpha を用いて学生評価と教員評価
の整合性や信頼性について検討します。 
 
 
■ 研究組織                

研究責任者 医療人育成・支援センター 唐 尊一 
研究分担者 医療人育成・支援センター 大谷 晃司 
研究分担者 医療人育成・支援センター 亀岡 弥生 
研究分担者 医療人育成・支援センター 青木 俊太郎 
研究分担者 医療人育成・支援センター 及川 沙耶佳 
研究分担者 地域・家庭医療学講座     中村 光輝 
研究分担者 医療人育成・支援センター 諸井 陽子 
研究分担者 医療人育成・支援センター 安田 恵 
研究分担者 医療人育成・支援センター Stanyon Maham 
研究分担者 医療人育成・支援センター 赤間 孝洋 

 
情報の管理責任者：福島県立医科大学 学長 竹之下誠一 

 
■ この研究に関する問い合わせについて 

 この研究に関して質問などございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。他の研
究対象の方の個人情報や知的財産の保護などに支障がない範囲で、研究計画書や研究方法に関す
る資料が閲覧できます。 
 また、試料・情報がこの研究に利用されることについて、研究対象者ご本人または代理の方に
ご了承いただけない場合は、研究対象者とはせずに試料・情報の利用や提供はいたしませんので、
下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも研究対象者ご本人または代理人の方に不利益
が生じることはありません。なお、研究結果がすでに医療系雑誌への掲載や学会発表がなされて
いる場合は、データを取り消すことは困難な場合もあります。 
 
 
■試料・情報の利用を望まれない場合等の連絡先   
 
  〒960-1295 福島県福島市光が丘１番地 
  公立大学法人福島県立医科大学医療人育成・支援センター 担当：唐 尊一 
  電話：024-547-1435  FAX：024-547-1986 
  e-mail：tangzy＠fmu.ac.jp 


